
平成27年度　定時総会
日　時 平成27年６月３日（水）
場　所 茨城県開発公社ビル４Ｆ　会議室

　後藤太一理事の司会により、小野村正徳副会長が開会宣言をし、定刻通り開催されました。
　まず、物故会員への黙祷が行われ、次に國井会長が挨拶しました。それから、ご来賓である橋本昌茨城県知事の
ご祝辞、続いて伊沢総務企画委員長、本会顧問である田所嘉徳衆議院議員同じく本会顧問八島功男県会議員、舘静
馬県会議員、同じく本会顧問星田弘司県会議員のご挨拶をいただきました。また本会顧問の、高橋靖水戸市長から
祝電をいただきました。ご来賓の紹介の後、茨城県知事表彰、茨城県議会議長感謝状贈呈、茨城県行政書士会会長
表彰が執り行われ、それぞれ記念撮影がなされました。受賞者代表の齋藤孝夫会員の謝辞をうけて、来賓の皆様が
退出後、竹内崇理事の総会成立宣言があり、審議に入りました。
　議長には須藤利信代議員（県北支部）、副議長には阿部克己代議員（水戸支部）が選出され、永塚崇洋議事運営
委員長による、議事運営委員の紹介と議事運営上の注意事項の説明がありました。また、議事録署名人として、梶
山伸治代議員（水戸支部）海老原芳晴代議員（県南支部）が議長により指名されました。
　審議に入り第１号議案「平成26年度事業報告及び決算報告について」が上程され、監事から監査報告があり、予
め提出された質問書に対し執行役員から回答がなされた後、採決に入り第１号議案は原案通り可決されました。
　続いて第２号議案「平成27年度事業計画及び収支予算について」が上程されました。予め提出された質問書に対
し執行役員から回答がなされた後、採決に入り第２号議案は可決承認されました。
　第３号議案「役員の改選について」は、稲葉稔選
挙管理委員長より選挙管理委員が紹介され、続いて
國井豊会長の無投票当選が報告されました。その後
、副会長の指名、理事、監事の選出がなされ、第３
号議案は決しました。
　以上で審議が終了し、嶋田広一副会長が閉会の言
葉を述べ、定時総会は終了しました。

総務部総務部

６月５日（金）茨城新聞掲載記事より
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茨城県知事表彰受賞者

茨城県議会議長感謝状受賞者

茨城県行政書士会会長表彰受賞者

水戸支部 水戸市 齋藤　孝夫 様

県南支部 牛久市 稲葉　　稔 様

県西支部 常総市 飯塚　富雄 様

水戸支部

城里町 薗部　暁代 様

笠間市 髙橋　守幸 様

水戸市 廣瀬　正夫 様

ひたちなか市 江田　晴樹 様

ひたちなか市 打越　正恭 様

県南支部
つくば市 五十嵐仁也 様

取手市 坂入　浩行 様

県西支部

古河市 高橋　和男 様

常総市 小島　通弘 様

古河市 倉本　仁司 様

桜川市 木村　健一 様

坂東市 風見　光雄 様

古河市 中島　公也 様

県北支部 日立市 北見　恒美 様

水戸支部
水戸市 郡司　孝夫 様

ひたちなか市 宮崎　利章 様

県西支部
古河市 髙橋　政夫 様

坂東市 間中　　宏 様

県北支部 常陸太田市 須藤　利信 様

茨城県行政書士会　役員名簿

役職名 支部名 氏　名 事務所所在地

会長 水戸 國井　　豊 大洗町

副
会
長

水戸 郡司　孝夫 水戸市

県南
渡邉　律三 つくば市

竹内　　崇 かすみがうら市

県西 飯塚　富雄 常総市

県北 古川　正美 常陸太田市

鹿行 嶋田　広一 鉾田市

理　

事

水戸

木村　　司 水戸市

安　　圭一 水戸市

久保　朋央 水戸市

柴本　　勇 水戸市

三瓶　賢二 水戸市

県南

本郷　勝利 牛久市

松田　秀幸 龍ケ崎市

若山　民雄 石岡市

岡本　博人 牛久市

児島　秀卓 取手市

中山　満芳 阿見町

根本　和志 土浦市

理　

事

県西

増戸　美幸 筑西市

間中　　宏 坂東市

石塚　紀雄 坂東市

深谷　　孝 桜川市

富田　　隆 筑西市

永塚　崇洋 古河市

県北
遠藤　　実 那珂市

中村　祐治 那珂市

鹿行
上妻　陵大 鉾田市

佐藤　鉄也 神栖市

監事
水戸 大橋　廣中 茨城町

鹿行 𠮷川　　俊 潮来市

支
部
長

 水戸 木村　　司 水戸市

 県南 稲葉　　稔 牛久市

 県西 安田　康一 筑西市

 県北 四釜　絹枝 日立市

 鹿行 田向　敏雄 神栖市

事務局長 篠原　　操

平成27年６月３日

ご来賓の皆様

　茨城県知事　　　　　　　　　橋本　　昌様
　茨城県議会総務企画委員長　　伊沢　勝徳様
　本 会 顧 問　衆議院議員　　　田所　嘉徳様
　本 会 顧 問　茨城県議会議員　舘　　静馬様
　本 会 顧 問　茨城県議会議員　星田　弘司様
　本 会 顧 問　茨城県議会議員　八島　功男様
　本 会 顧 問　参議院議員　　　岡田　　広（代理）様
　茨城県地域支援局市町村課長　齋藤　　章様　
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平成27年度　第２回理事会
日　時 平成27年６月16日（火）午後３時20分～午後４時50分
場　所 水戸京成ホテル２Ｆ　瑠璃の間
出席者 会長、副会長、相談役、理事、支部長、監事、事務局長

　　　　　（出席者28名、欠席者１名、欠員１名）

第１号議案　相談役の委嘱について原案通り承認された。　
第２号議案　業務執行部員の委嘱について原案通り承認された。　
第３号議案　専門委員の委嘱について原案通り承認された。
第４号議案　網紀委員会委員の委嘱について原案通り承認された。
第５号議案　会員指導委員会委員の委嘱について原案通り承認された。
第６号議案　申請取次行政書士管理委員会委員の委嘱について原案通り承認された。
第７号議案　顧問の委嘱について原案通り承認された。

ア　広報・監察部支部通信員について報告があった。
イ　暴力団等排除総合対策委員会委員について報告があった。

顧問・相談役
役職名 氏　　名

顧　問 自民党茨城県連会長
参議院議員 岡　田　　　広

同 衆議院議員 田　所　嘉　徳
同 茨城県議会議員 藤　嶋　正　孝
同 　同 舘　　　静　馬
同 　同 八　島　功　男
同 　同 星　田　弘　司
同 水戸市長 高　橋　　　靖

相談役 会　　員 小野村　正　德
同 　同 新　井　　　毅

綱紀委員会
役職名 氏　名
委　員 齋　藤　孝　夫
同 稲　葉　　　稔
同 小　嶋　信　行
同 黒　澤　　　清
同 大　庭　孝　志

会員指導委員会
役職名 氏　名
委　員 飯　塚　富　雄
同 嶋　田　広　一
同 久　保　朋　央
同 三　瓶　賢　二
同 本　郷　勝　利
同 間　中　　　宏
同 遠　藤　　　実

申請取次行政書士管理委員会
役職名 氏　名
委　員 柴　本　　　勇
同 松　田　秀　幸
同 相　澤　敏　昭
同 中　村　祐　治
同 大　庭　孝　志

審議事項議  題１

報告事項議  題２
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支部通信員 暴力団等排除総合対策委員会
支部名 通　信　員　名
水戸支部 小　野　一　生
県南支部 竹　内　良　太
県西支部 倉　持　良　信
県北支部 大和田　　　廣
鹿行支部 大　川　かつ江

役職名 氏　名
委　員 郡　司　孝　夫
同 深　谷　　　孝
同 木　村　　　司
同 児　島　秀　卓
同 松　田　秀　幸

業務執行部の組織及び専門委員
部名 担当副会長 理　事　名 専門委員

総務部 飯塚　富雄

部　長 間中　　宏 鈴木　正人
副部長 本郷　勝利 石井　治美
部　員 永塚　崇洋 後藤　太一
部　員 増戸　美幸 海老原芳晴
部　員 上妻　陵大

広報・
監察部 嶋田　広一

部　長 遠藤　　実
副部長 根本　和志
部　員 佐藤　鉄也

国土農
地部 竹内　　崇

部　長 久保　朋央
副部長 石塚　紀雄
部　員 中村　祐治

建設部 竹内　　崇
部　長 若山　民雄

石井　　徹
副部長 中村　祐治

運輸
交通部 渡邉　律三

部　長 深谷　　孝
小野崎佳昭副部長 富田　　隆

部　員 佐藤　鉄也

部名 担当副会長 理　事　名 専門委員

環境部 郡司　孝夫
部　長 木村　　司 宮崎　利章
副部長 岡本　博人　　阿部　克已

保健
風営部 郡司　孝夫

部　長 中山　満芳
副部長 児島　秀卓
部　員 上妻　陵大

国際部 渡邉　律三
部　長 松田　秀幸
副部長 柴本　　勇

市民
法務部 古川　正美

部　長 増戸　美幸

柴田　　大
副部長 三瓶　賢二
部　員 安　　圭一
部　員 永塚　崇洋

就任挨拶 総務部長　間中　宏
　このたび、総務部長を担当させて頂くこととなりました県西支部の間中宏でございます。その職務に鑑みれば、
職責の重さに身が引き締まる思いであります。こうした大役を仰せつかることは、私にとりまして初めての経験で
ありますので、未熟さゆえに何かと行き届かない点もあろうかと存
じますが、一生懸命に務めさせて頂きたく思っております。
　まずは、会則・諸規程の制定及び改正をはじめとする前総務部か
らの事業計画等をしっかりと引き継ぎながら、現状の諸々の課題に
つきましても、充分に精査の上可能な限り打開策を講じて参りたい
と考えております。國井会長のもと、飯塚副会長、本郷副部長、増
戸部員、永塚部員、上妻部員、専門委員と一致団結し、一丸となっ
て会務を遂行して参りますので、ご指導ご鞭撻の程、何卒宜しくお
願い申し上げます。
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日　時 平成27年６月24日（水）　午後２時～午後４時30分
場　所 行政書士会事務局
出席者 飯塚副会長、間中部長、本郷副部長、増戸部員、永塚部員、上妻部員、

　　　　　 海老原専門委員、後藤専門委員

１　会則諸規程の新設、改正
　⑴　就業規程については、前年度に改正原案上程済み。
　　　部内で原案を確認し、事務局の要望も勘案した上で、作成作業を進める。
　⑵　役員選任規程は、特に選管の任期（§4Ⅳ）が問題。
　⑶　事務所調査規程は、新設案が完成済。
　⑷　長期的視野で新設、改正作業を行う。
２　会費納入方法
　　現在、自動引き落としの会員が736名（65％）。
　　ゆうちょ銀行に限定せず、他銀行にも拡大するかは、今後の課題として継続して協議。
３　行政書士試験
　　茨城会のみならず、試験センターも試験会場（流通経済大）確保済。
　　センターからの回答などを待ち、会長の意向を基に、次回部会にて協議。
４　新春交流会
　　来年２月22日、会場確保済（水戸京成ホテル）。
　　講師選定を会長とともに進める。
５　会員証のリニューアル
　　詳細を決めた上、作業を進める。
６　茨城県収入証紙売りさばき所の認可取得
　　事務局収入向上の一手段として、継続して協議。
７　会員名簿の更新
　　事務局にて対応。
８　茨城会50周年記念誌発刊準備
　　今後、協議していく。
９　副会長の序列の決定
　　総務部からの要望として、正副会長会議にて諮っていただく。

第４回　総務部会

今年度の事業計画について議  題

No.221  行政茨城 13

事　

業



就任挨拶 広報・監察部長　遠藤　実
　このたび、引き続き広報・監察部長を仰せつかりました、遠藤実と申します。皆様のご指導ご協力を賜りますよ
う心からお願い申し上げます。
　さて、広報・監察部では行政書士制度のＰＲを積極的に展開し、監察活動を適正に行うことにより、会員の皆様
が地域で活動していただきやすいよう心がけてまいります。
　「行政茨城」をさらに読みやすく、また各種活動がわかりやすい編集を心がけてまいります。そして今年から対
外的なＰＲを重視した特別号を発刊する予定です。より多くの方に“行政書士とはどういう仕事か？”というアピ
ールを出来るよう、さらにはそれが会員の皆様に営業ツールとして活用していただけるよう、各部の協力も得なが
ら努力してまいります。
　各支部からの通信員の皆様とも力を合わせて、会員の皆様のための広報・監察が出来るよう頑張りますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

日　時 平成27年６月26日（金）　午前10時～午後０時30分
場　所 茨城県行政書士会　事務局
出席者 嶋田副会長、遠藤部長、根本副部長、佐藤部員

　当部の事業について全般的な打合せを行った。

⑴ 行政茨城について
　・編集校正の内容に関して確認。
　・ 会員用の通常号は出来るだけコンパクトに、そして対外ＰＲ用に製作する特別号はオールカラーで官公署・金
融機関等に回覧用に置けるような内容で作ることを決定。そのための編集企画は今後詰めていくが、この特別
号は年に１～２回発刊することにする。

　・以上の方針を仕様書にまとめ、印刷業者３社に入札することを決定。

⑵ 監察業務について
　・ 非行政書士行為について、内容に応じて適宜監察活動を行うこ
とを確認。

第１回　広報・監察部会議の開催

広報・監察部広報・監察部

平成27年度の予算・事業について議  題
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行政書士徽章着用と行政書士証票携行の徹底
～非行政書士排除のために～

茨城県行政書士会　　会　長　　國井　豊

広報・監察部長　　遠藤　実

　茨城県行政書士会では今般、行政書士

の職域の確保及び非行政書士の排除を

目的として、行政書士徽章の着用と行政

書士証票の携行（補助者については補助

者徽章の着用と補助者証の携行）の徹底

を図ることを決定しました。

　行政書士徽章を上着に着用するとともに、行政書士証票は常時見えるように

ストラップ等で首からさげたり胸に付けることにより、官公署等の窓口におい

て、行政書士又は補助者であることを積極的にアピールしてまいります。

　言うまでもなく、徽章着用は、日本行政書士会連合会行政書士徽章等規則に

あるとおり、私たちの義務であります。また、平成26年3月には茨城県総務部

長より、各市町村長・各市町村農業委員会・各出先機関の長・警察本部長など

関係機関に対し、行政書士法の遵守徹底を通達されました。これは、依然とし

て非行政書士により違法に書類が作成されたと考えられる事案が見られること

から、改めて職員への周知徹底を図っていただきたい旨の依頼であります。文

中においては、窓口において行政書士証票の掲示を求め、行政書士であること

を確認していただくよう関係機関に対し協力を求めています。

　さあ、行政書士の誇りも高く行政書士徽章を着用し、行政書士証票を携行し

て、日々の業務に邁進してまいりましょう！

　もちろん申請の際には、書類への行政書士名記名押印もお忘れなく！

　会員お一人お一人のご理解とご協力をお願いいたします。

重要（再掲載）
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就任挨拶 国土農地部長　久保　朋央
　この度、国土農地部長を拝命致しました水戸支部の久保朋央と申します。前期の副部長職に引き続き、国土農地
部の会務を担当させて頂く事となりました。
　行政書士の業務は数多くあります。その中でも農業委員会への農地転用関係業務は行政書士業務としての歴史も
あり、かつ我々行政書士の独占業務と言えるのではないでしょうか。しかしながら現状は、非行政書士の関与が多
いのではないかと感じます。
　前期は「農地法関係業務の手引き」を無事に発行することができ、また継続的な業務研修会の開催、そして行政
書士法遵守のための活動と盛り沢山の事業でした。
　今期も引き続き会員の皆様のお役に立てるように、そして行政書士法第１条に記載されております「行政に関す
る手続の円滑な実施に寄与し、あわせて、国民の利便に資する」ことを目標に頑張っていきたいと思いますので、
どうか会員の皆様のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

日　時 平成27年６月29日（月）　午後３時～午後５時
場　所 茨城県行政書士会　事務局
出席者 竹内副会長、久保部長、石塚副部長、中村部員

⑴ 県農業政策課及び建築指導課への訪問と就任のご挨拶
⑵ 今期の事業について
　　ア　 農地法関係研修会を９月頃に、都市計画法関係研修会を来年１、２月頃を目安に開催すること。農地法関

係研修会は県央地区の農業委員会事務局へ講師依頼をする。都市計画法関係研修会は県の建築指導課へ依
頼予定。日程等の詳細を素早く決定し会員向けに周知を図る。

　　イ　県農業政策課との情報交換会を開催することで、日程調整を図る。
　　ウ　 制度推進・職域確保としては、引き続き各ハウスメーカーへの行政書士法遵守についての文書送付や、10

月の広報月間の際に県内各市町村農業委員会へ行政書士法について周知徹底をお願いすること、等が意見
としてあり、今後具体的に動いていく事となった。

平成27年度の事業について議  題

第１回　国土農地部会

国土農地部

行政茨城  No.22116
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就任挨拶 建設部長　若山　民雄
　この度、建設部長に就任致しました県南支部の若山民雄でございます。初めての理事就任と同時に部長という大
役を仰せつかりました。まだまだ若輩者ではございますが、先輩各位並びに会員の皆様に御指導御鞭撻を賜りつつ、
職務に邁進させて頂く所存でございます。この場をお借りして、今期の職務のご紹介をさせて頂きます。
　まず最初に、「身近で頼れる行政書士」の位置付けを不動のものとする一環として、茨城県監理課に御協力を頂
き業務研修を開催し、会員資質の向上を図ります。また、対外折衝による関係強化が必要となる為、茨城県関係部
署及び先進単位会と意見交換会を行い、建設業許可申請業務がより一層円滑化するよう努めます。さらに、この対
外折衝による関係強化を踏まえ、茨城県監理課と共催により建設業者及びその関係者のためのセミナーを開催し、
茨城県内における建設業界の益々の発展に寄与させて頂きます。
　会員の皆様がより一層円滑に業務を行うことができるよう、竹内副会長、中村祐治副部長、専門委員のお力添え
のもと、微力ながら精一杯に重責を全うさせて頂くことをお約束し、就任の挨拶に代えさせて頂きます。何卒宜し
くお願い致します。

日　時 2015年６月29日（月）　午後１時～午後３時
場　所 茨城県行政書士会　事務局
出席者 竹内副会長、若山部長、中村副部長、石井専門委員

⑴ 平成27年度　事業計画の検証
　本年度開催予定の事業について、内容と実施時期について精査しました。

⑵ 職務分掌の協議
　事業毎に担当者を決定し、必要な準備の内容について確認しました。

第１回　建設部会

建設部

平成27年度事業計画について議  題
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就任挨拶 運輸交通部長　深谷　孝
　この度、運輸交通部長に就任いたしました県西支部の深谷孝でございます。
　前期に引き続き運輸交通部に所属させていただくこととなりました。
　運送業界においても安全管理・コンプライアンスの遵守強化がさらに求められている現状です。
　我々行政書士に対しては書類作成に加え高次元の相談業務に対応出
来る能力が必要となっています。
　今期においても、担当諸官庁や関係諸団体との信頼関係強化に引き
続き注力するとともに、講師を依頼し的確な情報を会員の皆様に還元
し、併せて能力向上の為の研修も実施してまいります。
　具体的事業の推進につきましては、渡邉副会長、富田副部長、佐藤
部員、小野崎専門員と協議のうえ事業計画を進めていく所存です。
　皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

日　時 平成27年６月25日（木）　　午後２時～
場　所 茨城県開発公社ビル　５－Ｂ会議室
出席者 渡邉副会長、深谷部長、富田副部長、佐藤部員、小野崎専門委員

　講座は午前10時より午後４時までを予定し３日で６回の個別受講とします。
　講義は一般貨物自動車運送事業をメインに外部講師を迎えて実務と知識を習得します。
　日程は平成27年11月から平成28年２月まで下記を予定しています。
　第１～２回　平成27年11月11日　事業の許可申請とその要件等
　第３～４回　平成28年１月20日　特殊車両通行許可申請等
　第５～６回　平成28年２月10日　自動車登録及び車庫申請の取扱い留意点等

　日程は平成27年10月７日を予定します。
　内容は出張封印推薦運営要領第２条４号に規定する担当部で行う所定の研修会です。
　講師に関東陸運振興センターの支部長をお願いしました。

　茨城県庁、警察署・陸運局、陸運局トラック協会、自販連、陸運振興センター他への挨拶。
　平成27年７月１日に渡邉担当副会長、前部長専門員の小野崎氏、深谷部長で挨拶訪問を行った。
　その後事務局にて研修日時の調整作業を実施。

　関係先より情報を入手し、積極的に取り組むこととした。

第１回　運輸交通部会

平成27年度自動車運送事業実務者養成講座開催について議  題 １

自動車登録と出張封印実務取扱いについて議  題 ２

関係官公署への挨拶回りについて議  題 ３

会員の資質向上及び職域の拡大に資する事業について議  題 ４

運輸交通部

行政茨城  No.22118
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就任挨拶 環境部長　木村　司
　環境部長を再登板することになりました木村司です。よろしくお願いいたします。
　環境部が設けられて４年間、産業廃棄物・その他環境に関する法令関係業務の指導及び連絡、改善に関する企画・
立案、研修会の開催、さらに県や市町村との連絡・調整を行ってきました。
　今後も、茨城県廃棄物対策課との情報交換を密にして関係強化を図っていくとともに、複数回、講師を依頼し、
的確な情報を会員の皆様に還元し、能力向上の機会を設けていきます。
　また、一般の事業者の皆様を対象に、新規収集運搬業講習会受講者や各講習会参加者向けに、許可申請にかかる
無料相談会を実施し、社会貢献を行うとともに、行政書士の知名度向上を図っていきたいと思います。

日　時 平成27年６月25日（木）　午後４時～午後５時
場　所 茨城県行政書士会　事務局
出席者 郡司副会長、木村部長、岡本副部長、宮崎専門委員、阿部専門委員、

　　　　　 オブザーバー：小野村相談役

⑴ 実務研修会について
　９月頃と来年２月頃に実施する。
　９月の研修は、許可取消にかかる手続で、聴聞通知からの考察としてその顛末とその後の対応について、廃棄物
対策課の担当者を招聘して実施する。
　年明けの研修は、収集運搬業許可で、茨城県と近隣県の申請上の注意点について、茨城県は廃棄物対策課の担当
者に講話いただき、他県については、環境部員が担当する。

⑵ 廃棄物対策課との打ち合わせ会
　８月前半に実施できるように調整する。

⑶ 他単位会環境部門研修・視察
　環境部門があって積極的な単位会ないし茨城県で取扱いの少ない許可内容や施設のある県を視察したく、具体的
な単位会は今後検討する。

⑷ 県及び関連団体主催講習会参加
　適正化講習会と建設廃材の講習会に参加する。

⑸ 講習会会場での無料相談会実施
　収集運搬業の新規講習会は、10月７日と８日に開催される
ので、その２日間の昼休み時間と講習時間終了後に無料相談
会を実施する。
　上記の適正化講習会や建設廃材の講習会でも実施できない
か今後交渉する。

環境部

第１回　環境部会

平成27年度事業計画について議  題
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就任挨拶 保健風営部長　中山　満芳
　この度の茨城県行政書士会理事会において児島秀卓前保健風営部長の後任として、保健風営部長に選任され、６
月16日に就任いたしました。
　去る６月25日、本会事務局において第１回保健風営部会を開催し、任命委嘱状交付式を行い旧保健風営部から新
保健風営部へ移行いたしました。
　保健風営部といたしましては、業務上の関係機関である茨城県警察本部、各所轄警察署および茨城県保健福祉部
等との連携を強化し、行政書士の円滑な職務遂行を後押しできるよう努めてまいります。また他県の行政書士保健
風営部との意見交換・視察を積極的に行い最新情報をご提供したいと考えております。
　このうえは、皆様のご指導ご懇情を賜りながら全力を尽くして重責を全うする所存でございますので、一層の御
支援御鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

日　時 平成27年６月25日（木）　午後３時～午後４時
場　所 茨城県行政書士会　事務局
出席者 郡司孝夫副会長、中山部長、児島副部長、上妻部員

⑴ 平成27年度　事業計画の遂行について
　６月３日（水曜日）に開催されました本会定時総会において、保健風営部の平成27年度事業計画が承認されました
ので、具体的な研修時期及び研修内容の概要について協議いたしました。
来月早々に、関係官庁へ出向き、保健風営部業務研修の主旨を説明した上
で、協力を要請することになりました。

⑵ 近隣単位会との意見交換会への参加について
　近隣単位会との意見交換会については、積極的に参加し、情報収集を図
り、これからの保健風営部の事業推進及び事業の円滑化に役立てます。

就任挨拶 国際部長　松田　秀幸
　この度、国際部長を仰せつかりました松田秀幸です。
　国際業務を取り扱っていらっしゃる会員の皆様と情報交換を積極的に行い、業務研究等の様々な事項について検
討していきたいと考えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　平成24年７月に施行した改正入管法から３年程度が経過し、新たな在留管理制度が社会に浸透しつつある状況に
あります。また、「経営管理」や「技術・人文知識国際業務」等の在留資格の名称変更、東京オリンピックに係る
外国人建設就労者の受入等、今日に至るまで様々な法改正がなされました。
　上記の社会状況に対応するため、我々は国際業務に係る基礎的な考え方や事項をしっかりと身に付け、専門的・

保健風営部保健風営部

平成27年度事業計画について議  題

第１回　保健風営部会

国際部国際部
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応用的な事項についても研鑽を積む必要があります。そういった内容を踏まえた研修を計画していきたいと思いま
す。
　在留資格諸申請をはじめとした国際業務は、今後もニーズが高まっていくと感じておりますので、研修等の機会
があった際には、積極的に参加されますよう、お願い申し上げます。

日　時 平成27年６月25日（木）　午後４時～午後５時
場　所 茨城県開発公社ビル　５－Ｂ会議室
出席者 渡邉副会長、松田部長、柴本副部長

　協議の結果、次のとおり選任された。
　部長　　　松田　秀幸　　　　　副部長　　柴本　勇

　本事業年度内において、東京入管水戸出張所から講師を招く形式での研修会を開催する。
◎第１回　平成27年10月頃
◎第２回　平成28年１～２月頃
※日程等は、今後東京入管水戸出張所との打ち合わせ後に決定していく。

就任挨拶 市民法務部長　増戸　美幸
　新たな年度が始まりました。
　市民法務部では、行政書士業務の内いわゆる許認可業務以外の業務及び新規業務等について担当しております。
とても幅の広い分野ではありますがとりわけ業務に関連の深いと思われる、関連団体の方々との連携をさせていた
だき、新規業務の開拓あるいは業務の拡大を目指して会員の皆様の利益になるよう努めて行きたいと思っておりま
す。
　また、今年度は更なる行政書士の地位向上を目指して行われる、特定行政書士の研修及び試験も担当します。研
修会の大部分を占めることになりますが、市民法務部で担当する研修会は随時行っていくつもりでおりますので、
ご理解ご協力の程よろしくお願いいたします。
　また、行政書士会の広報を目的として電話による無料相談を行う「市民相談センター」の相談件数も増え、順調
に機能しているところですが、更なる発展を目指し活動してまいりますので、合わせてご指導、ご協力をお願いい
たします。

第１回　国際部会

部長 及び 副部長 の選任に関する件議  題 １

研修会の開催に関する件議  題 ２

市民法務部市民法務部
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日　時 平成27年５月14日（木）　午後２時～午後４時
場　所 茨城県行政書士会　事務局
出席者 古川副会長、増戸部長、三瓶副部長、安部員、オブザーバー 郡司相談役

・研修は、７月～８月に３クール実施することを確認した。
・ 火曜日、金曜日に集中しているため、やむを得ない事情で全課程を受講できない会員への対応について、９月に
補講を実施することとした。

・業務研修について
　Ｈ27年度は、特定行政書士研修を行う為、通常の業務研修の実施は困難。
　ただし、申し送りについては、各研修を年１回ずつ実施することを申し送る。
・新入会員研修
　新入会員への案内通知は、カリキュラム作成後に実施する。
・新規業務の開拓
　補助金申請，金融機関などとの連携、業務受託希望者名簿の管理など
・市民相談に関すること
　相談センターの運営については、定期的に相談員に対する意思確認をする。
　ポスターの配布、関連団体への周知については、訪問して周知に務める。

日　時 平成27年６月22日（月）　午後２時～午後４時30分
場　所 茨城県行政書士会　事務局
出席者 古川副会長、増戸部長、三瓶副部長、永塚部員、柴田専門委員

⑴　監督員の配置を決めた。
⑵　補講の会場・日程・担当を決めた。
　　会場　　茨城県開発公社 ５Ｂ会議室 時間は10：00～15：20又は16：30
　　日程 及び 担当　　８月31日、９月２、３、７日
⑶　考査の担当及び会場は以下の通りとする
　　会場　　　つくば国際会議場の中ホール
　　監督員　　全員が監督員となる
⑷　土浦会場の下見を、以下の日程で実施する。

第１回　市民法務部会

第２回　市民法務部会

特定行政書士研修について議  題 １

事業報告及び申し送り事項について議  題 ２

特定行政書士研修について議  題 １
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⑴　カリキュラムの変更について確認した。
⑵　当日の対応について
　　当日の集合時間は11：00

⑴　業務相談室について
　　テスト運営として、告知を新入会員研修で行い、次回の部会時に回答を行うこととする。
⑵　市民相談センターの件
　　相談員募集については、行政茨城９月号で告知。
　　ポスターは、10月頃に作成して11月に配布する。
　　配布先の検討は、次回市民法務部会で行う。
⑶　八士会の開催について
　　無料相談会の打ち合わせについて確認した。
⑷　市民法務部会研修について適時に行うこととした。

●４月９日
　茨城県団体中央会から講師を招き「ものづくり補助金申請について」実務研修を行った。参加者49名
（締切り間近ということで急遽の研修会を行うこととなり告知時間が短く、参加できなかった会員の皆様申し訳ご
ざいませんでした。この場をお借りして改めてお詫び申し上げます。）

新入会員合宿研修について議  題 ２

その他議  題 ３

事業報告
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日　時 平成27年６月25日（木）　午後４時～午後５時
場　所 茨城県開発公社ビル　５－Ｂ会議室
出席者 渡邉副会長
　　　　　松田部長／委員　　　柴本副部長／委員
　　　　　大庭委員　　　相澤委員　　　中村委員

①　本委員会は届出者の管理等を目的とすること。
②　国際業務の拡大等を目的とする国際部は、本委員会の存在意義とは異なること。
③　②により国際部員以外が委員長となることが望ましいこと。
④　本会の理事を務める者が委員長となることが望ましいこと。
⑤　副委員長については特段の制限は設けないこと。
以上の５項目から検討した結果、次のとおり選任された。
委員長　　中　村　祐　治　　　　　　副委員長　　柴　本　　勇

　本事業年度内において次のとおり研修会等を開催する。
１．届出済証明書更新に係る研修会
　　①　平成27年９月16日（水）13時30分～16時00分
　　②　平成28年３月８日（火）13時30分～16時00分
２．取次業務の初心者に係る研修会
　　①　平成27年11月18日（水）13時30分～16時00分
３．取次業務に係る事例報告会（業務の経験者に限定するかどうかは後日決定する）
　　①　平成27年12月９日（水）13時30分～16時00分
４．国際部の業務研修会は、東京入管水戸出張所との打ち合わせ後に日程を決定していく。

日　時 平成27年７月２日（木）　午前11時～午後１時
場　所 茨城県行政書士会事務局
出席者 飯塚副会長、嶋田副会長、久保委員、三瓶委員、本郷委員、間中委員、遠藤委員

　委員長及び副委員長の選任に関して、下記のとおり決定した。
委員長　飯塚　富雄　　　副委員長　嶋田　広一
　さらに、今後のスケジュールや役割分担等を確認して散会した。

第４回　会員指導委員会

第１回　国際部・申請取次行政書士管理委員会　合同会議

委員長 及び 副委員長 の選任に関する件議  題 １

研修会等の開催に関する件議  題 ２

会員指導委員会会員指導委員会

行政茨城  No.22124

事　　業

事　

業



No.221  行政茨城 25

事　

業

1.会費滞納者の公表について

　茨城県行政書士会は皆様が納入された会費により成り立っています。

　しかしながら、一部には会費を滞納する会員もおり、その対応に苦慮していると

ころです。また中には、会からの呼びかけ等に対して何ら応答のない会員も見受け

られ、会員間の公平性確保のためにも、本会として対応する必要が迫られていると

ころです。

　平成25年度第5回理事会において、「会費滞納者の公表に関する規程」が承認さ

れ、平成26年10月1日から施行されました。（「行政茨城」平成26年5月号に掲載済み）

　新設されたこの規程では、会費を滞納している会員について、本会ホームページ

中会員専用ページ及び本会事務局内掲示板の両方に、会員名（法人名）を掲示する

ことになりましたので、ご留意のうえ、納期限までに会費を納入下さるようよろしく

お願いいたします。

　なお、公表については平成27年3月上旬から実施されています。

会費の減免について

　特別な事由により会費の納付が困難な状況がある場合には、会則に延納や

減免の申出をすることができる規定があります。（会則第15条）
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2.「職務上請求書」払出方法の変更について
　『茨城県行政書士会職務上請求書払出規程』の施行（平成26年10月1日）により、職務上請求書の払出方法が
以下のとおり変更となりました。

　職務上請求書払出の際、会員指導委員会による「使用済職務上請求書」の内容確認があります。
　※ 不適正な使用・未記載等がある場合、即日の払出しが出来ない場合があります。
　※ 郵送申込みの場合も、上記払出日に内容確認のうえ送付いたしますので、時間に余裕を持ってお申込み下
さい。

　規程により、職務上請求書の購入には、従来の「購入申込書」「誓約書」に加え、本会の開催する『コンプライア
ンス研修会』を受講したことを証する「修了証」の提示が必要となります。
　※ 昨年8・9月開催の『職務上請求書払出研修会』を未受講で、職務上請求書の購入を希望される方は、下記
により研修会をお申込み下さい。

【コンプライアンス研修会　参加申込書】
平成27年　　月　　日　

参加希望日に○印を記入して、本会事務局までＦＡＸまたはメールでお申込み下さい。

　①払出日を設定します。

　②「コンプライアンス研修会」の受講が必要となります。

◇平成27年1月15日以降
　→第1木曜日・第3木曜日 　　午後2時～5時

日　　　時 場　　所 申込欄

８月期 8月 6日（木）　13：30～16：30 茨城県開発公社ビル 会議室

９月期 9月 3日（木）　13：30～16：30 〃

10月期 10月 1 日（木）　13：30～16：30 〃

【申込期限：開催日の５日前まで】

事務所住所：

会 員 氏 名： 登録番号：第　　　　　　　　　　　　　　　号

※  既に「コンプライアンス研修会」を「職務上請求書払出研修会」として昨年８月・９月に受講された方は、
受講の必要はありません。

※ 本人確認のため、必ず「行政書士証票」をご持参下さい。
※ 遅刻された場合、「修了証」は発行しません。研修会の最後に、効果測定を行います。
※「コンプライアンス研修会」を受講後、職務上請求書をご購入される方は職印をお持ち下さい。
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3.「補助者証」有効期限及び補助者研修会の開催について
　『茨城県行政書士会補助者規程』の一部改正（平成26年10月1日）により、「補助者証」に有効期限が設定され、そ
の有効期限内に、所定の研修会を受講することが義務づけられました。

　※有効期限の3か月前から、「補助者証」の更新が可能です。
　※更新後の「補助者証」の有効期限は５年間となります。

　補助者規程第6条3の規定により、「補助者証」更新手続きの際、研修会の受講を修了したことを証する「修了証」の
添付が必要となります。

　

　　日　　時：平成27年6月18日（木）　13：30 ～
　　場　　所：茨城県開発公社ビル　1階 会議室
　　受 講 料：500円
　　申込方法：本会事務局までＦＡＸまたはメール（平成27年6月10日締切り）

　　※平成27年度の補助者研修会は、9月期・12月期・3月期に開催予定です。

補助者研修会　参加申込書
平成27年　　月　　日　

平成27年6月18日（木）の【補助者研修会】に参加を申込みます。

補助者名　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（補助者証№　　　　　　　　　　）

　①「補助者証」に有効期限が設定されました。

　②「補助者研修会」の受講が必要となります。

支 部 名 ： 会員名：

◇平成26年9月30日以前に登録した補助者

　　有効期限　平成28年9月30日まで（本規程施行から2年間）

◇平成26年10月1日以後に登録した補助者

　　有効期限　登録から2年間

次回「補助者証」更新時までに、研修会を必ず1度 受講して下さい!!

◆補助者研修会日程◆

※ 補助者証№が不明の方は、記載しなくて構いません。

9 17

9

12月期・3月期に開催予定です。

9 17

13：30～ 15：30

※ 補助者１名につき、申込書を１枚ご提出下さい。
※ 本人確認のため、必ず「補助者証」をご持参下さい。
※ 遅刻された場合、「修了証」は発行しませんのでご注意願います。
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3. 既存の補助者証の取り扱いについて
　平成27年3月5日開催の第14回会員指導委員会において、茨城県行政書士会補助者規程経過措置に基づき、
下記のとおり決したので、補助者を設置されている会員の皆様はご対応のほどお願いいたします。

　「平成26年9月30日以前発行の補助者証（旧タイプ：有効期間の記載が無いもの）は平成28年9月30日までに本
会へ返納すること」

　・ 平成26年9月30日以前発行の補助者証（旧タイプ：有効期間の記載が無いもの）は、有効期限を平成28年9
月30日としていますが、その記載が無い故の不正使用を避けるためです。

　・ 引き続き補助者を設置される場合、更新（有効期間満了日の３ヶ月前から受付）の際に返納（新証と交換）して
ください。

　・補助者設置の実態が無い場合、速やかに返納してください。

※なお、補助者証を更新するためには、事前に、本会が主催する補助者研修会の受講が義務づけられています。

※ 平成26年10月1日以降発行の補助者証（新タイプ：有効期限の記載があるもの）についても、その更新の際、返
納（新証と交換）にご協力ください。

旧タイプ（有効期限がない）

新タイプ（有効期限がある）

4
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 平成　　年　　月　　日

茨城県行政書士会
会　長　　　　國　井　　 豊　殿

 登録（法人）番号　　：　　　　　　　　　　　　　　
 支　　部　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　
 氏　　名（法人名称）：　　　　　　　　　　　　　　
 職印　　　　　

「戸籍謄本・住民票の写し等職務上請求書」

購　入　申　込　書

１．購入部数（いずれかに○を付し、必要事項を記入すること。）

 ※「3冊以上」は、行政書士法人である会員のみ選択できます。　　　

２．業務の種類（主たる取扱い業務を明記すること。）

３．添付書類（添付するものに○をつけること。）

　　① 誓約書

　　② 使用済み職務上請求書の控え
＜添付しない場合の理由＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・初回の購入申込み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・紛失　その他（顛末書により詳細な理由を記載すること）

※以下は記入しないでください。

様式第2号（第22条関係）
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誓　約　書
　私（達）は、「戸籍謄本・住民票の写し等職務上請求書（以下「職務上請求書」という。）」の購入及び使用に際し、

以下の事項を誓約します。

１．私（達）が職務上請求書を取り扱う際の誓約

　　（１） 職務上請求書は、行政書士として職務上必要な請求に限り使用し、これ以外の請求や、身元調査等人

　　　　 権侵害のおそれがある場合は、使用しません。

　　（２） 職務上請求書には、日本行政書士会連合会が定めた記入要領に反した記載（記入要領の定めにより記

　　　　 載することとされた事項を記載しないことを含む。）は行いません。

　　（３） 職務上請求書には、不実の記載をしません。

　　（４） 控えは２年間保管し、所属単位会等からの提出要請があれば、これに応じます。

　　（５） 廃業の届出その他行政書士法第７条の規定により登録が抹消されることとなった場合又は解散の届出

　　　　 その他行政書士法第１３条の１９の規定により解散することとなった場合は、所属単位会に未使用分

　　　　 の職務上請求書を速やかに返戻します。

２．私（達）以外の者による職務上請求書の不正使用を防止するための誓約

　　（１） 職務上請求書は、何人にも譲り渡さず、かつ使用人である行政書士に使用させる場合又は使者として

　　　　 補助者を用いる場合を除き、他人に使用させません。

　　（２） 職務上請求書は、盗難、紛失又は毀損を防止するよう適切に管理し、紛失、盗難時には、速やかに所

　　　　 属単位会に報告するとともに、警察署に届け出ます。

　　（３） 私（達）の使用人である行政書士又は補助者が、私（達）が購入した職務上請求書に関して行った行

　　　　 為については、その責任を負います。

３．上記１又は２に違背することは、行政書士又は行政書士法人の信用又は品位を害し、行政書士又は行政書

　　士法人たるにふさわしくない重大な非行に該当し、処分を受けるに相当するものであることを認識します。

４．職務上請求書の不適切な取扱いに関して、都道府県知事による懲戒処分又は所属単位会による会則の規定

　　に基づく処分がなされた場合には、以下の措置が取られることについて、何ら異議を申し立てません。

　　（１） 所属単位会に未使用分の「職務上請求書」を速やかに返戻し、一定期間新たな購入ができないこと。

　　（２） 日本行政書士会連合会が定める方法により、氏名又は法人名称及び処分内容等が一般国民に対し一定

　　　　 期間公表されること。

様式第3号（第22条関係）

日　　　付 平成　　年　　月　　日 所属単位会 茨城会

登録（法人）番号 会員番号

氏名（法人名称）

　　　　　　　＜以下、単位会記入欄＞

職印

払出し管理番号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency true
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (None)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ARA <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-4:2008, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-4 compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /GRE <>
    /HEB <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-4:2008, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-4, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-4:2008, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-4. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


